
導入事例 

多国籍企業が 250,000 時間分の煩雑なデ
ザイン タスクを自動化

組織概要
世界最大の運動靴および衣料品サプライヤー兼メーカーとして、この企業は極めて重要なもの、す
なわちアスリートに重点を置いています。そのあらゆる業務にイノベーションとインスピレーショ
ンをもたらすことで、これを実現しています。アスリートやスポーツのための継続的な進歩を推進
することで、アスリートたちの可能性を引き出す支援をしています。

結果

250,000
削減された時間

80
自動化したデザイン タスクの数

デザイナーに必要な
のは視覚的な訴求力で

す。クリエイティブ職と財
務担当者とでは業務が異なる
ため、Bot を使い分ける必要

がありました。 
自動化 & ワークフロー担当

ディレクター



課題
絶え間ないイノベーションとインスピレーションという企業文化に沿って、同社はよりスマートに仕
事を進め、生産性のボトルネックを解消する方法を探していました。創造性に大きく依存している同
社は、コンシューマー クリエーション チームの強化を目指していました。クリエイティブなデザイン 
チームであるはずのこのチームは、手動で何度も繰り返す必要がある面倒な作業に悩まされていまし
た。しかし、デザイナーたちは視覚的に魅力的な結果を求めるため、自動化への道のりははっきりして
いませんでした。そこで、チームは簡単な方法を見つけようと、Pathfinder ワークショップを利用し
て Automation Anywhere と協力することにしました。

ソリューション
選択肢を検討した後、自動化のターゲットとしてデザイン チーム
を選択しました。80 を超えるタスクを自動化することで、デ
ザイナーたちをより認知的な仕事から遠ざけていた、面倒で
苛立たしい工程ではなく、より人間的な仕事の部分に集中
する時間を増やすことができました。

現在では、デザイナーがボトルネックに何度も対処する
ことがなくなり、チームが流れるように動くようにな
り、25 万時間以上を削減し、設計サイクル時間を短縮
しています。この重要な成功により、デザイナーたち
の士気が大幅に向上し、彼らの「デジタル アシスタン
ト」がさらにどんな力を発揮してくれるのかを期待する
ようになっています。

自動化されたプロセス
• 創造的なデザイン タスク
• 非創造的なデザイン タスク

自動化を最大限に活用し、持
続可能な成長を実現したいと

考えていました。 
自動化 & ワークフロー担当ディレクター



事例の概要
この多国籍企業にとって、絶え間ないイノベーションとインスピレーションは不可欠のため、工程のボ
トルネック解消に当然注目しました。Automation Anywhere の専門知識とツール、特に Automation 
Anywhere の Pathfinder プログラム、ライブラリ、ナレッジベースなどに、自動化による大きなメリッ
トを見出しました。 

会社の心臓部を苦しめている障害から解放することを目指し、最初の自動化をデザイン チームの 1 つ
に絞りました。まず、チームを教育し、潜在的な事例を特定するためのブレインストーミング セッショ
ンに参加させました。次に、シックス シグマにヒントを得たプロジェクト管理戦略を導入し、技術的に
実行可能な ROI の高い自動化の機会をターゲットとするために、優先順位を重み付けしました。それ
らが特定されると、製品マネージャーがエンドツーエンドのアイデアに対して責任を負いました。イン
テリジェント オートメーション設計チームが自動化ソリューションを作成および導入し、次の機会へと
移っていきました。自動化がリリースされるたびに、同社はそれをより効率的かつ効果的にするととも
に、持続可能な成長を可能にしながら、インテリジェント オートメーションのメリットを最大限に高め
ることに注力しました。

こうして、80 を超える工程を自動化し、25 万時間を削減するとともに、デザインに要する時間を短縮
することができ、大きな成果を上げました。デザイナーの士気は大幅に向上し、従業員は製品を制作す
るという、真にクリエイティブで認知的なタスクに集中できるようになったことがどれほど嬉しいかを
声に出しています。

今後の展望
同社は先日、オートメーション サクセス プラットフォームへの移行を完了し、AARI の使用に期待して
います。デザイナーは、利用頻度が非常に高い用途で Bot を使用したいと考えています。また、同社は
市民開発プログラムのロードマップも作成しました。「デジタル アシスタント」のメリットをその目で
確認して以来、従業員はこの工程を次のレベルへと引き上げることを楽しみにしています。

Automation Anywhere について
オートメーション・エニウェアは、人がアイデア、思考、フォーカスを用いて企業を強化できるように支援します。私たちは、世界で最も洗練されたデジタル 
ワークフォース プラットフォームを提供し、ビジネスプロセスを自動化し、人を定型的な業務から解放することでよりよい仕事環境の実現を支援します。

製品に関するお問い合わせやデモをご希望の場合は、下記ホームページ、もしくはメールアドレスからお申し込みください。
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